
北九州市は持続可能な開発目標(ＳＤＧｓ)を支援しています。

令和５年１０月２６日
北九州港セミナーin東京
北九州市長 武内和久



主な経歴
平成 6 年～ 東京大学法学部卒業

厚生省（現：厚生労働省）入省
米国ワシントン（EBRI）
英国ロンドン（日本国大使館一等書記官）赴任

平成27年～ アクセンチュア㈱
マッキンゼー・アンド・カンパニー
九州朝日放送コメンテータ
慶應義塾大学医学部非常勤講師等

令和元年～ BLOOMIN’ JAPAN㈱代表取締役
㈱インターネットインフィニティー社外取締役
九州国際大学客員教授等を歴任

令和5年2月～ 北九州市長

たけうちかずひさ
武内和久
Kazuhisa Takeuchi

北九州市長 プロフィール
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北九州市を前に進めて
もっと元気な明るい街にすべく、

「稼げるまち」の実現

という大きな目標を掲げて、
挑戦する市役所を目指していく
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地政学的に見た北九州市の底力①
～アジアに近い～
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フィリピン海プレート

太平洋プレート

北九州市は、大陸プレート境界から遠く
離れているため大地震のリスクが低い都市です。

北九州市

過去20年間で北九州市を震源とした

震度4以上の地震は 『0件』
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地政学的に見た北九州市の底力②
～低い災害リスク～

（出典：気象庁）



回復した青空と海

■戸畑婦人会の運動から市民・企業・行政の努力で公害克服
■公害克服から環境・ＳＤＧｓのトップランナーへ

◆“環境のトップランナー”として国内外からの高い評価
1992年 「国連自治体表彰」（日本初）受賞
2011年 ＯＥＣＤから「グリーン成長都市」に選定（世界4都市のひとつ）
2011年 「環境未来都市」「国際戦略総合特区」ダブル選定
2015年 Ｇ７北九州エネルギー大臣会合 開催
2018年 「ＳＤＧｓ未来都市」選定
2020年 「ゼロカーボンシティ」宣言

歴史的に見た北九州市の底力
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理工系14 校・約3,000人の人材を毎年輩出
9,000文系を含めると約 人を輩出

200万人
92万人

通勤圏人口

北九州市

【北九州学術研究都市】
AI・情報・半導体・
化学系人材を輩出

豊富な理工系人材

「人材採用しやすい」まち
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安全・安心な街

平成14年をピークに
86.5%減少！！

平成14年から現在にかけて、刑法犯認知件数をはじめ、治安が劇的に改善。
市民一丸の取組で、より安全・安心なまちへ！
工藤會の構成員数は、 ピーク時（平成14年）から７５．３％減少！

市民意識調査（市政評価）

「防犯・暴力追放の推進」

8



宇宙産業振興に向けた取り組み

令和５年度は宇宙ビッグデータ（衛星データ）の利活用実証事業や
宇宙ビジネスに関する調査・啓発事業を実施予定

STEP1
宇宙ビッグデータ
の利活用

人工衛星の
開発製造拠点化

STEP2令和５年度の取組

STEP3
宇宙ビジネスの
振興

北九州市のポテンシャルを掛け合わせた施策の実行
九州工業大学

北九州学術研究都市 ものづくり ＩＴ・ソフトウェア
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水素拠点の形成
市内産業の脱炭素化と競争力強化に向けて、

福岡県と北九州市が連携して、

産学官が一体となった福岡県水素拠点化推進協議会を設立。

再生可能エネルギーが集積する響灘臨海部を中心とした水素拠点整備
とサプライチェーン形成を目指す。

10
福岡県水素拠点化推進協議会
（令和5年5月11日第1回総会）

若松区響灘臨海部



半導体産業の誘致
北九州の優位性

立地協定締結式（2023.4.18）

メック株式会社
(仮称)北九州工場の建設を決定！

株式会社シンコム
北九州半導体デザインセンターを開設！

デザインセンター開所式（2023.4.5）

充実した物流インフラ 豊富な理工系人材 学術研究都市 ＢＣＰ

空港、港、鉄道・高速道路など
陸海空の輸送モードに対応可能

理工系１４校から
毎年約３,０００人を輩出

研究開発を支援する施設 低い災害リスク（地震・洪水）
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ＩＴ企業の集積
全国的なＩＴ人材の不足

首都圏ＩＴ企業の地方拠点開設が増加

“人材・企業とのマッチング”の伴走型支援を軸に、
進出検討時から進出後までを一貫サポート

本格的なIT企業の誘致
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＜主な進出企業＞

※順不同



バックアップ機能の誘致
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STEP１
データ
センター等
機能

STEP２
国内外の
本社・補完
支社機能

STEP３
政府機関等
進出

都市イメージ



①陸海空の結節点周辺エリアを中心に、物流関連施設を集積

②各種輸送モードを組み合わせ、
多種多様な物流ニーズと時代の変化に対応できる街

【北九州市の目指す姿】

目指す姿のイメージ
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物流を北九州市の主要な産業へ
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物流機能（エプロン・直線道路・貨物上屋等）
【滑走路延長事業の新規事業化：令和5年3月末】

・総事業費：約130億円

・事業期間：令和５年度～９年度

※供用：令和９年８月末

・事業効果：事業効果：3,000ⅿ化により、

大型航空機の北米・欧州長距離運航

が可能となる

【物流機能の強化】

・エプロン拡充

・シーアンドエア輸送直線道路

・貨物上屋整備（国内）

北九州空港の滑走路延長等の機能強化



風力発電関連産業に必要な4つの拠点
機能を集積した「総合拠点」を形成

■9.6MW風車 25基
■最大２２万ｋＷ

R4.7 基地港湾(響灘東地区)の現況

■風車機種
（V174-9.６MW）

同型モデルの写真
提供：Vestas Wind Systems A/S

洋上風力発電関連産業の総合拠点形成
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R4.11 五洋建設㈱進出
(作業船基地)

総合拠点のイメージ図



食の魅力・食文化

街の歴史が育んだ「食文化」、豊かな海や山が育んだ「食材」

関門のふぐ

合馬たけのこ 小倉牛

寿司

門司港発祥焼きカレー

八幡ぎょうざ

うどん かき小屋
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2022年3月、「日本新三大夜景都市」に全国１位で再認定！

門司港駅ライトアップ若戸大橋ライトアップ

日本新三大夜景都市

本市を代表する夜景スポット「皿倉山」 工場夜景
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歴史ある文化的遺産

世界文化遺産
「官営八幡製鐵所関連施設」

ユネスコ無形文化遺産
山・鉾・屋台行事

「戸畑衹園大山笠行事」

官営八幡製鐵所旧本事務所（非公開）

同旧鍛冶工場（非公開）

同修繕工場（非公開） 戸畑衹園大山笠（提灯山笠）戸畑衹園大山笠（幟山笠）

関門“ノスタルジック”海峡

～時の停車場、近代化の記憶
～

砂糖文化を広めた長崎街道
~シュガーロード~
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北九州市制６０周年
●令和5年2月10日北九州市制60周年

●これからの未来の創造・今後一層の発展を目指し、周年事業を実施

キャッチフレーズ・ロゴマーク 主な６０周年事業

「みらい つなぐ 北九州」

～市への愛着と誇り（シビックプライド）の醸成へ～ 20

第36期

第３局北九州対局

10月25・26日 11月1~26日



『地球の歩き方』(全国初の市版)について

■タイトル
『地球の歩き方 北九州市』

■価格
本体2,000円＋税

■発行
2024年2月発売予定

■発売元
株式会社 Gakken

九州圏初リリース！
全国初の市版！

株式会社gaabooとの連携協定の具体的な事業として、

“全国初の市版”として『地球の歩き方 北九州市』の制作が決定。

Twitter投票の
結果を受け、
表紙イラストを
選定中！
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ご清聴、ありがとうございました


